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平成20年９月期中間の業績予想との差異及び特別損失に関するお知らせ 

 

平成19年11月22日に公表いたしました平成20年９月期（平成19年10月１日～平成20年９月30日）の中

間業績予想を下記のとおり差異及び特別損失が生じましたのでお知らせいたします。 

１．特別損失の発生 

    平成16年3月に納入しました医療情報システムに不具合が生じことに対して納入先と打ち合わ

せの上、改善・対応に努めてまいりました。その後、システムに対する履行違反と不完全履行に

対する損害賠償請求に関する協議の提案を受けました。当社は、話し合いをした結果、早期の円

満解決を図るため、損害賠償損失引当金繰入額60百万円を特別損失に計上いたしました。 

 

２． 業績予想の修正等 

  （１）連結（平成19年10月１日～平成20年３月31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 10,000 200 210 85

今回修正（Ｂ） 10,209 187 199 48

増減額（Ｂ－Ａ） 209 △12 △10 △36

増減率 2.1％ △6.5％ △5.2% △43.0％

 

（２）単体（平成19年10月１日～平成20年３月31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） 9,800 190 200 80

今回修正（Ｂ） 9,954 181 194 46

増減額（Ｂ－Ａ） 154 △8 △5 △33

増減率 1.6％ △4.3％ △2.7％ △42.2％

 

 

 

 



３．修正理由 

売上高につきましては、臨床検査試薬部門を中心として順調に増加いたしました。 

営業利益、経常利益につきましては、厳しい価格競争のなか、積極的な営業活動いたしましたが、

若干予定を下回りました。 

   また、当期純利益につきましては、販売した医療情報システムの賠償に対する引当金を計上いた 

しました。（60,000千円）その結果、当期純利益は大幅に減少いたしました。 

 

４．通期（平成19年10月1日～平成20年9月30日）につきましては、当初から下期で損害賠償金を予定し

ておりましたので当初の予定通りに推移する見込みであります。 

 

５．ご参考：前期の実績（平成18年10月1日～平成19年9月30日） 

 

  （１）連結 

（単位：百万円） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

中間期(18/10～19/3) 9,727 191 202 69

通 期(18/10～19/9) 19,548 310 336 113

 

  （２）単体 

（単位：百万円） 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

中間期(18/10～19/3) 9,623 186 199 72

通 期(18/10～19/9) 19,257 309 339 118

 

 

 

 

 

 

以上  


